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 屈折率測定は,濃度測定や糖度測定のような
産業応⽤やバイオセンシング応⽤において重
要であることから, ⾼精度な計測⼿法が求め
られている. 我々は, マルチモード⼲渉（MMI）
ファイバーセンサーをファイバー光コム共振
器内に配置した屈折率センシング光コムを提
案している[1].この⼿法では, 共振器の光/RF
変換と⾼精度 RF 周波数計測の良好な整合性を
利⽤することにより, RF 周波数計測型の⾼精
度屈折率センシングを可能にする. しかし, 従
来の⾮線形偏波回転型モード同期は共振器外
乱に敏感である⼀⽅で, MMI ファイバーセン
サーは屈折率依存性偏光変化を引き起こすた
め, 測定ダイナミックレンジが制限されてい
た.そこで, 我々は半導体可飽和吸収ミラー
（SESAM）型モード同期ファイバー共振器を
⽤いた屈折率センシング⼿法を提案し,屈折率
センシングのダイナミックレンジ拡⼤と測定
再現性の向上を報告した[2]. 今回は, さらな
る 屈 折 率 セ ン シ ン グ の ⾼ 度 化 を ⽬ 的 と し , 
SESAM 型モード同期共振器に偏波保持ファイ
バー（PMF）共振器を導⼊することにより, 環
境外乱に対するロバスト性の向上を報告する. 
これにより, 測定環境の温度揺らぎの影響を
低減できるほか, スペクトル再現性および安
定性の向上が期待できる. 
 図 1 に本研究で⽤いる可飽和吸収ミラー型
偏波保持ファイバー共振器の概略図を⽰す.共
振器は SESAM と偏波保持ファイバーミラー
（反射率:90%,透過率:10%）を⽤いたリニア型
共振器で構成し, 980nm 帯のレーザーダイオ
ード（LD）をポンプ光源, およびゲイン媒質と
してエルビウム添加ファイバー（EDF: 50dBm）
を⽤いて、1550nm 帯のモード同期光スペクト
ルを出⼒として得る. さらに共振器内に MMI
センサーを設置し, サンプルの屈折率変化に
応じたスペクトルシフトを計測する. 図２に
屈折率依存性光スペクトルシフトおよび繰返
し周波数シフトの測定結果を⽰す. サンプル
には⽔/グリセリン溶液を⽤いた. このように, 
各スペクトルにおいて屈折率変化に伴うシフ
トが計測された. この結果をもとに, 従来の屈

折率センシング光コムとの特性⽐較を⾏い, 
その優位性を検証する. 
 本研究は、JST-ERATO 美濃島知的光シンセ
サイザ（JPMJER1304）の助成を受けて⾏われ
た. 
 

 
Fig.1 Experimental setup 

 
Fig.2 Results of spectral measurement 
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